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高橋重宏先生、安らかに眠って下さい!ありがとうございました!
　　　　一東洋大学社会福祉学会を見守り続けて下さい一
東洋大学社会福祉学会顧問
　　　　東洋大学名誉教授
　　　宇都宮短期大学教授
　　　　　　　天野マキ
　高橋重宏先生は、東洋大学に、トルネードのように赴任され、活躍され、トルネードのよう
に東洋大学を去ってゆかれました。それは、高橋先生の東洋大学定年退職一年前のことでした。
そして、希望に胸を膨らませながら、日本社会事業大学学長に就任されました。高橋先生は、学部、
大学院ともに東洋大学のご卒業でしたので、定年前のご退職は、決して、ご本意ではなかった
と伺っておりました。ただ、日本社会事業大学学長のお仕事は、その後8年間を約束されており、
東洋大学のこ定年退職は、一年後ということであれば、喜んでお送りするしかありませんでした。
「一年と8年だよ」といわれた時、「それは仕方ないですね」と同意したことを昨日のことのよ
うに思い出します，平成17年4月1日から平成22年3月31日までの5年間の東洋大学在
職でした。その間、日本社会福祉学会長他、多くの社会活動に関わりながら、東洋大学社会学
部長の任務も果たされました。
　社会的お立場がどうであれ、高橋先生は、私にとっては、後輩の「しげちゃん」でした。
　「しげちゃん」の頑張りは、東洋大学の卒業生にとっては、うれしいことで、どこで、何をさ
れていようと応援しておりましたそのトルネード・「しげちゃん」が、東洋大学赴任後、卒業
生として、先ず、手をつけたかったことが、東洋大学社会福祉学会の再興であったようです，
かつて、師匠の塚本哲先生が創設され、塚本先生のご退職により、第2回をもって中止になっ
てしまった東洋大学社会福祉学会の再興は、「しげちゃん」の師匠及び母校に対する積年の思い
であったとも拝察されます，学内学会の運営は、在職教員の献身的な貢献やボランティア精神
なしには成立しないことを、かつて在職していた教員として、誰より承知しております。ただ、
学内学会の存在が、在校生のみならず、卒業生の学習及び研究活動に、どれほど、力強い応援
になっているかは、離れてみないと分からないところもあるかと思います。トルネード・「しげ
ちゃん」の贈り物が、今後とも、卒業生の光になり続けることを願ってやみません．平成24
年5月13日に全国社会福祉協議会灘尾ホールで開催された「高橋重宏先生偲ぶ会」に出席し、
あらためて、トルネード・「しげちゃん」が、本当に、トルネードみたいな人生を駆け抜けられ
たことを実感しました。
　ご息女が最後に述べられたご挨拶の中で、「父が、こんなにも、社会的に影響力のある人であっ
たとは思いませんでした」という一言が、とても印象的でした，また、病が篤く、医師に、大
好きなお酒を止められていたこと、それでも、お酒を飲みたいと言っておられたこと、亡くな
られる前夜に、そのお酒を少しですが、飲むことが出来て満足そうであったことなども伺うこ
とができ、「本当に良かった」と涙がでました。
　「しげちゃん」先生、本当にありがとうございました一安らかに、お休み下さい．そして、東
洋大学社会福祉学会を応援し続けてドさい一
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2011年度活動報告
【2011（平成23）年度】
10月16日　第7回大会開催
プログラムは、下記の通りであった，，
15：20～15：25　東洋大学社会福祉学会会長挨拶
15：25～　16：55
松宮透高会員（社会福祉学専攻博士後期課程3年）
「メンタルヘルス問題のある親による児童虐待に関する
研究一支援者の問題認識を焦点として一」
16：00～16：20　総会
16：30～18：20　シンポジウム
「包摂と排除一国際的視点からの考察」
○岩瀬由佳会員（本学専任講師）
「排除される女たち一絵画と文学から読み解く女性の身
体表象とコロニアリズム」
○鈴木規子会員（本学専任講師）
「フランスにおけるシティズンシップと排除される人々」
○姜英淑会員（本学専任講師）
「韓国の企業福祉の現状一排除される非正規労働者」
○志村健一会員（本学教授）
「排除とグラウンデッド・セオリー：ネイティヴ・アメ
リカンの事例から」
コーディネーター：小林良二会員（本学教i｛　1’
●審議事項
1．20／2年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた．
2．〔会則：第10条〕に基づいて、以下の役員改選が行われ、
承認された。
［現在の体制］　　○：改選
役員：顧問　山下袈裟男先生・坂口順治先生・天野マキ
先生
会長　　　○秋元美世↓本学教授・社会福祉学専攻前主任）
　　　⇒　佐藤豊道（本学教授・社会福祉学専攻主任）
事務局長○金子光一体学教授）
　　　　　　　　　　　　　⇒　加山弾（本学准教授｝
会計監事　熊田博喜1武蔵野大学准教授）
理事〔研究大会担当｝
　　　　○加山弾（本学准教授）
　　　　　　　　　　　　　⇒　志村健一〉本学教授）
理事（機関誌担当）
　　　　○須田木綿子〔本学教授）
　　　　　　　　　　　⇒　川原恵子（本学専任講師）
理事（財務担当）
　　　　○川原恵子（本学専任講師）
　　　　　　　　　　　⇒　鈴木規子（本学専任講師）
理事（学会ニュース担当）
　　　　　後藤広史（本学助教）
理事（同窓会担当）
　　　　　宇留野光子（社会福祉法人芳香会理事長）
　　　　　野村幸代（社会福祉法人芳香会相談員）
　　　　　相馬大祐掴立のぞみの園研究員）
理事（HP担当）
　　　　　小櫃俊介（大学院博士後期課程2年）
●報告事項
1。会員数について
会員数　178名　〔2011年10月1日現在〕
2，2011年度の事業報告・決算報告がなされた。
3．学会ニュース発行（No．112011年6月）↓No．12
2011年9月）（No．13／14合併号2012年4月）CNo．152012
年6月）
4．機関誌『東洋大学社会福祉研究』No．4の発刊　c2012
年10月16日）
　　　　　　　　　　　　　　　（事務局長　加山　弾）
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（名称）
第1条
東洋大学社会福祉学会／会　則
第1章　総　則
　　　　本会は東洋大学社会福祉学会と称する．
（事務局）
第2条　本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く。（東京都文京区白山5－28－20）
　　　　　　　　第2章　目　的
（目的）
第3条　本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
（事業）
第4条　本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1，機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3．その他、理事会が適当と認めた事業
　　　　　　　　　第3章　会　員
（会員）
第5条　本会は、次の会員をもって組織する。
1，通常会員
　　東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専任・
　　非常勤）
　　東洋大学の在籍生、卒業生
　　東洋大学大学院の在籍生、修了生
　　本会の目的に賛同する者
（入退会の手続き）
第6条　入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する。また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする、
（会費）
第7条　会員は年会費（5、000円、学部在学生は2，500円，
を納めなければならない、
年会費の額は総会で決定するtt既納の会費は返済しない。
（会員の権利）
第8条　会費を納入した会員は、以下の権利を有する、
L通信物等の受理
2．機関誌の受理（無料）
3．機関誌への投稿
4，研究会・講演会など各種の会合への参加
5．前項4、における研究成果等の発表
二．会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる／コ
（役員の選出）
第10条
1，会長：理事の中から互選する，
2．事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て委
嘱する。
3．理事：総会において会員の中から互選する一
・研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4．顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出するc
5．会計監事：総会において会員の中から互選する。
（役員の任期）
第11条役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とする．
（理事会）
第12条理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二．理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する。
（総会）
第13条　会長は、毎年1回会員の通常総会を招集しなけ
ればならない。会長が必要と認めるとき又は会員の3分
の1以上の請求があるときは、臨時総会を開く、なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する、
　　　　　　　　　第5章　会　計
（経費）
第14条　本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてるt；
（予算及び決算）
第15条　本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
（会計年度）
第16条　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、3月
31日に終わるものとするb
　　　　　　第6章　規約の変更及び解散
（会則の改正）
第17条　本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない・
付　則
L本会会則は、2005年11月27日から施行する，
　　　　　　　　　第4章機　関
（役員）
第9条　会の事業を遂行するために次の役員を置く．
1，会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
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東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究」投稿規程・執筆要領
「東洋大学社会福祉研究」投稿規程 「東洋大学社会福祉研究」執筆要領
（1　2008年6月30日制定） （2008年6月30日制定）
1．投稿資格
　投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる、
1）編集委員会において特別に依頼する場合・
2．原稿の種類
1）原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
2）論文は、他に未発表のものに限る．投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする．編集委員会で受理の諾否を決定する一
3）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
3．原稿の枚数
1）原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算30枚
（12000字、図表を含む）以内とする。
4．原稿の採否
1）原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。
5．投稿形式
D投稿は、電子媒体（フロッピー・デfスク等〕で行い、
プリントアウトしたハードコピーを添付する。
6．要旨・キーワード
1）原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける．
7．執筆要領・執筆要領
1）紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する，
8．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
1，要旨
D要旨は、できあがり1頁以内とする
2）5以内のキーワードをつける。
2．ワープロ入力上の注意
1ノ原稿は、ワープロ作成によるものを原則として（A4
版、横書き）1ページ全角40字×40行で印字する（空白
部分は、上記分量に含まない）eただし、英数字は原則
として半角とする。
2）拡大文字・特殊文字・文字飾り・罫線・制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
3）改行以外の個所は、続けて入力すること。
3．図表
1）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する，一図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
2戊図表は、A4版で、例えば、1／4ページの場合、400字、
1／2ページの場合、800字として換算する＝
3）図表には、通し番号（図表］、図表2）でタイトルを
つける。その場合、1図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない、
4．注
1）本文中の該当箇所に、右肩上付きで、1）、2）、3）、
と順に示し、注自体は本文の後に一一括して記載する，
5．参考文献
1）注の後に一括して記載する屠者名のアルファベッ
ト順）。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする、
6．校正
1）著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない、
◆編集後記◆
　テレビでは連日消費税増税のすったもんだが放映される日々ですが、各方面より手厚いご協力を賜り、無事に第5号を
まとめることができました、色々と有難うございました。
　政治の不安定は、社会福祉行政や実践の場においても、百害あって一利なしと感じますt一制度が存続するのか改編さ
れるのか、はたまた別制度に切り替わるのか一現場の混乱は利用者のみならず国民一般にも多大な影響を与えます。信
頼を獲得するには時間がかかります．しかし、失うのは一瞬であるとあらためて感じる日々です一
CK．　K．）
「東洋大学社会福祉研究」編集委員会
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